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秋田県森林審議会 議事録要旨 

【日 時】平成２０年１２月２５日（木） 午後１時３０分から２時３０分 
【場 所】秋田市 ルポールみずほ ３階「芙蓉」 
【出席者】菊地委員、熊谷委員、佐藤（晶）委員、佐藤（公）委員、佐藤（重）委員、 

佐藤（眞）委員、高橋委員、塚本委員、中田委員、蒔田委員、山﨑委員 
    （事務局）佐藤農林水産部長、河野森林技監、大野秋田スギ振興課長ほか関係職員 
【審議会の概要】 

 １ 開 会 

 ２ あいさつ  佐藤農林水産部長 
 ３ 議 事 

  （1）議案第 1 号「森林審議会会長の選出について」 

秋田県森林組合連合会代表理事会長の佐藤重芳委員が会長に選出された。 
(2) 議案第２号「米代川地域森林計画の変更（案）」 

(3) 議案第３号「雄物川地域森林計画の変更（案）」 

(4) 議案第４号「子吉川地域森林計画の変更（案）」 

事務局より説明を行い、特に意見も無く、「適当と認める」旨を知事あてに答申

することが決定された。 
 (5) 議案第 5 号「高度公益機能森林及び被害拡大防止森林の区域の変更（案）」 

 事務局より説明を行い、質疑の後「適当と認める」旨を知事あてに答申すること

が決定された。主な質疑、意見は次のとおり。 
○ 今年実施した松くい虫防除の樹幹注入２，８００本の実施場所はどこか。 

→全県に広がっているが、多いのは大潟村、また森林公園や水源地周辺の薬剤散

布が出来ない場所です。 
○ 樹幹注入の有効期間４年に対し、薬剤散布の有効期間はどのくらいか。 
 →３ヶ月程です。 
○ 伐倒した材をどのように処理したのか、最近チップの値段は高くなっているが、

松枯れ材を売ることは行われているのか。 
 →平成１９年度の破砕処理は２４，０００㎥で、その内チップ工場には１２，０

００㎥、現地放置が１１，０００㎥、その他バイオマス発電にも行っている。 
  平成２０年度は、量は減っているが、率では同程度である。 
○ 近隣の県、特に青森県、岩手県の松くい虫の被害状況は一昨年に比べどのよう

に変化しているのか。 
→青森県は未被害である。一昨年、旧八森町の青森県境２５０ｍまで被害の北上

が確認されたので、県境を境に秋田県側に１ｋｍ、青森県側に１ｋｍ、合わせ

て２ｋｍの樹林帯の松の除去を行っている。 
→岩手県の被害量は、平成１８年度３９，８００㎥、平成１９年度３８，５００

㎥でやや減少し、４０，０００㎥近くで推移している。 
  ４ 閉 会 


